
登録コード 開講年度

担当教員
授業題目

副担当

単位数 講義期間 曜日・時限

授業形態

信大コンピテンシー

UAC06500 2026

哲学思想論研究Ⅵ
護山　真也

　

2 後期 水曜･４時限

講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･人間文化学, ２５UAカリ･総人社･人間文化学

【人間文化学】思想、歴史、社会、情報、言語、芸術など多種 インド仏教思想を中心に，人間文化に関する理解を深め，批判
多様な側面を持つ人間文化に関する深い素養と幅広い理解を基 的に考察する能力を身につける
盤として、その文化を継承し、柔軟な感性と創造的な論考によ
り専門領域の問題を客観的・学問的に究明し、独自に理論を構
築する能力や仮説を検証する能力を有する。

⇔

【人間文化学】人間文化に関する文献・資料を収集・調査し分 インド仏教思想に関する資料批判の方法を身につける
析・考察する人文学の伝統的な手法を身につけるとともに、他
の学問分野の解析手法を併せて修得することによって、複雑多
様化する現代社会の課題に柔軟な対応ができる応用力を有する。

⇔

【人間文化学】高度な言語運用能力とコミュニケーション能力 インド仏教思想に関する英語論文の解読能力を身につける
を基盤として、多領域のステークホルダーと協動し、現代社会
の課題に取り組みながら、独創的かつ多文化共生的な英知の創
成と提案を行う力を有する。

⇔

(2)授業の概要 英文で書かれた，認識論・存在論・時間論・宗教思想に関する比較思想研究の学術書や論文を講読し，
その方法論の課題をまとめます。毎回、担当を決めて解読・分析結果を報告してもらい、それを全員で
検討し、内容に関して討議を行います。また、各受講者の研究関心に基づくプレゼンテーションも行い
ます。

(3)授業計画 第１回：イントロダクション
第２回： “The World in Which Everything Is the Self” の解読
第３回： “Two Tables, Images, and Truths”の解読
第４回： “Is There an Ideal Scientific Image?”の解読
第５回： “Sellars and the Stereoscopic Vision of Madhyamaka”の解読
第６回： “Deflating the Two Images and the Two Truths”の解読
第７回： “The Ambience of Principles”の解読
第８回： “Givenness and Primal Confusion”の解読
第９回： “Dignaga and Sellars”の解読
第１０回： “Who’s Afraid of Non-Conceptuality?”の解読
第１１回： “Knowing How to See the Good”の解読
第１２回： “Mr. Jones and Surpluses of Reality”の解読
第１３回：各受講者の哲学的関心に基づく総括的プレゼンテーション（前半）
第１４回：各受講者の哲学的関心に基づく総括的プレゼンテーション（後半）
第１５回：前回までの総括的プレゼンテーションを踏まえた討議
定期試験：行わない。

(4)成績評価の方
法

発表・討議の水準・参加姿勢（50％）、最終レポート（50％）の割合で評価します。

(5)成績評価の基
準

成績評価の対象となる各項目について、(i) 熱心な態度と明確な貢献が際立っており、建設的かつ説得
的な内容を備えた報告が提出されていれば「卓越している」。(ii) 熱心な態度と十分な貢献が認められ、
適切かつ整合的な内容を備えた報告が提出されていれば「かなり上にある」。(iii) 真摯な態度とある
程度の貢献が認められ、十分に妥当な内容を備えた報告が提出されていれば「やや上にある」。(iv) 妥
当な態度とある程度の貢献が認められ、瑕疵のないまとめと論理性を備えた報告が提出されていれば「
水準にある」。

(6)事前事後学習
の内容

自分の担当箇所について事前に入念に準備し、演習の結果を受けて事後に修正を加えることは、最低限
行ってください。そのうえで、担当箇所以外についても、教科書・参考書を熟読玩味することが必要で
す。

(7)履修上の注意 大学院生としての自覚をもって履修してください。

(8)質問,相談への
対応

以下のアドレスにメールを送ってください。
smoriyam@shinshu-u.ac.jp

【教科書】 J. L. Garfield (ed.), Wilfrid Sellars and Buddhist Philosophy, Routledge, 2019など。その他は適宜
授業中に配布します。

【参考書】 中村元『比較思想論』（岩波書店，1960）等。その他は適宜授業中に紹介します。


